
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
卜

二

巻

第
二

号
　
平
成
二

十
六

年
三

月

卜
匙

昌

黏
く
自

黏
丶
匙
−

喚

黜

 
匙

　
　
　
　
　
　
　
　

（

『

楞
伽
経
』
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の

二
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来
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と

日

本
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識
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中
の

佚
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を
中
心
と

し

て

李

子
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周
知
の

よ

う
に

、

「

空

如
来
蔵
・

不

空
如

来
蔵
」

と
い

う
二

種
如
来

蔵
説
は

『

勝
鬘

経
』

特
有
の

思
想
と

さ

れ

て

お

り
、

『

楞
伽

経
』

喨

来
蔵
と

阿
頼

耶
識
と

の

融
合
を

主

張
す
る

経
典
と

見
な

さ
れ
て

い

る
。

『

楞
伽
』

の

現

存
す
る

諸
テ

キ

ス

ト

に

は
二

種
如

来
蔵
説
は

見
ら

れ

な

い
。

し

か

し
、

東
ア

ジ

ア

唯
識
の

諸

文
献
を

精
査

す
る

と
、

「

楞
伽
』

に

も
二

種
如
来
蔵
説
が

あ
る

と

い

う
主

張
が

見
え
る

。

　

日

本
の

法
相
宗
の

学
僧
で

あ

る

真
興
（
九
三

五

ー
一

〇

〇

四）

が

『

楞

伽
』

の

如
来
蔵
説
に

つ

い

て

次
の

よ

う
に

ま
と

め

て

い

る
。

問
、

『

楞

伽
経
』

亦

説
二

種
如
来
蔵、

与
『

勝

鬘
経
』

同

歟

異
歟
？

　
答

、

名
同

義
異、

故

ーー
子

名
不
空
如
来
蔵
為

『

義
准
上

可
察

導

真
興
の

解
釈
に

よ

る

と
、

有
漏
の

阿

頼
耶
識
を

空

如
来
蔵

、

法
爾
無
漏

種
子
を
不

空
如
来
蔵
と

し
て

い

る
こ

と
が
分
か

る
。

即
ち、

如
来
蔵
排

除
と
い

う
意

識
を

持
つ

と

さ

れ

て

き

た

唯
識

学
派
ま

た

は

法

相
宗
は

、

六
経
十
一

論
の
一

つ

と

し

て

の

『

楞

伽
』

の

如
来
蔵

説
を
会
通
し

よ

う

と

し

て
、

『

楞

伽
』

の

阿

頼

耶
識

如
来

蔵
説
を

空
如

来
蔵
と

見
な
し

、

法
相
唯
識
学
派
の

根
本
説
で

あ
る

法
爾
無
漏

種
子

を

真
実
の

不
空
如
来

蔵
と

し

た

の

で

あ
る

。

注

意

す
べ

き
は

、

こ

こ

で

挙

げ
ら
れ

て

い

る

『

楞
伽
』

の

原

文
は

「

具
足

熏
習
無
漏

法
故
名
不
空
如

来
蔵
」

と

な
っ

て

い

る

の

に

対
し

、

真
興
自
身
は

「

法
爾
無
漏
種
子

名
不
空

如
来
蔵
」

と

述
べ

て

い

る
こ

と
で

あ
ろ

う
。

い

う
ま
で

も
な
く

、

こ

れ
は
法
相
宗

の

「

本
有
無
漏
種
子
」

理

論
に

従
っ

た

解
釈
で

あ
る

。

　

真

興
の

こ

の

解

釈
に

対

す
る

説

明
と

し

て
、

以

下
の

よ

う
な

基
辨

（
一

七
二

ニ

ー
一

七
九
二
）

の

再
解
釈
が
あ
る

。

　
真
興

法
師
釈
『

楞
伽

経
』

説
具
足
熏
習
無
漏
法
故
名
不
空
如
来
蔵、

云

法
爾

　

無
漏

種
子

名
不
空
如
来
蔵

。

由
此

等
釈

、

論
中

云

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
ヨ

　

漏
　

、

即

不
空
如
来
蔵、

所
言

　
来
自
性
清
浄
霊

　
。

即
ち

、

本
有
無
漏
種
子
は

不
空
如
来
蔵
に

ほ

か

な

ら

ず、

本
来
自
性
清

浄
浬
槃
で

も
あ
る

と

説
く
の

で

あ
る

。

こ

れ
は

、

上

文
の

分
析
と

ほ
ぼ

一

致
し
て

い

る
。

　

日
本
の

法
相
宗
だ

け
で

な

く
、

中
国
唐

代
の

唯
識

学
派
も
似

た

よ

う
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な

解
釈
を

添
し
た

こ

と
が

あ
る

。

の

如
来
蔵
説
に
つ

い

て

は
、

基
（
六
三

ニ

ー
六
八

二
）

は

『

楞
伽
』

覩
¶

1

耄
鬪

。

彼
『

経
』

意
説

、

阿

頼
耶
識
能
含
浄
種

、

名
之
為
蔵

、

為
当
仏

因
名
如
来

囈

と

逑
べ

て

い

る
。

真
興
の

解
釈
と
違
い

、

基
は

そ
の

原
文
が

十
巻

『

楞

伽
』

の

第
八

巻
に

あ
る

と

明
言
し

て
い

る
。

　

慧
沼
（

亠

ハ

匹
八

−
七
一

餌
）

は
笛
ん

に冖
鞠

楞
伽
隔

の

工

種陣

如
蹴
小

蔵
説
、

ど

『…
勝

鬘
』

と

の

関
係
に
つ

い

て
、

以
下
の

よ

う
に

説

明
し

て

い

る
。

翻
鸚
劉

網
「
謙

　
二

種
如
来

　
工

智
、

空
如
来
蔵

、

若
離
若
脱
若
異
一

切
煩

悩
蔵、

同

　
携
伽
』

空
如

来
蔵

。

量
尊、

ポ

龜
圃

過
恒
沙
不
離
不
脱

不

異
不
思

議
仏

法
、

卩

　
楞

伽
経
』

云
、

如
来
蔵
轟
不
生

不
滅、

及

具
足

熏
習

即
ち

、

『

勝

鬘
』

の

空

智
空

如

来
蔵
は

『

楞
伽
』

の

空
如

来
蔵
と

同
じ

で

あ

り
、

『

勝

鬘
』

の

不
察

如
来

蔵
は

『

楞
伽
隔

の

不
空

如
来

蔵
に

等

し
い

と
い

う
の

で

あ
る

。

　

そ

れ

以

外
に

、

筆
者
が

気
づ

い

た

の

は
、

唐
代
唯

識
学
派
の

著
作
で

あ
る

可
能
性
が
高
い

敦
焼
写
本

卸
も。

刈

望

で

あ
る

。

こ

の

写
本
に

は

『

楞

伽
経
』

、

『

瑜
伽
師
地

論
』

、

『

涅
槃
経
』

、

『

成
唯
識
論
』

、

『

肇
論
』

な
ど

が

引
絹
さ
れ
て

い

る
。

そ
の

内
容
か

ら

見
る

と
、

唐
代
唯
識
学
派
の

著

作
と

思

わ

れ
る

。

「

故
云

仏
性

有
二

、

一

理

性
、

二

行

性
。

即
是

有
為

無
漏
菩
提
種
子

。

此

行
性
不
似
理
性
遍
一

切
衆
生
」

と
い

い
、

唐
代
唯

』

§
羲
蓁
ミ

ミ
ら

ミ
ミ
（
『

楞
伽
経
』

〉

の

二

種
如
来
蔵
説
（

李）

識
学
派
の

完
備
し

た
理
行
二

仏
性
説
の

よ

う
な
荒

姓
各
別
思
想

が

明
ら

　
　
　
　
（

6
）

か

に

見
え
る

。

こ

の

沖
ω

胡
一

で

は
、

二

種
種
性
者

、

『

甥
伽
隔

、

『

勝
鬘
 

意
名
不

同
。

ー
劇

。

『

勝
鬘
』

亦
説
二

種
如
来
蔵
空
智

、

一

空

如
来
蔵
智

、

謂
縁
若
離
若
脱
叢
断
若
異
煩

悩
蔵
智

。

二

不
空
如
来

蔵
智

、

謂

縁
遍

於
恒
沙
不

離
不
脱
不

断
不

異
不
思
議

仏

性
智

。

…

中
略
…

『

勝

鬘
』

依

無
為
義

、

煩
悩
是
能
覆
蔵、

真
理

為
所
覆
蔵

。

翻

ー
驪

韜
摂
蔵

、

ー

ド　也
。

と

説
き

、

『

勝
鬘
経
繍

だ
け
で

な
く

『

楞
伽
』

の

源
文
に

も
二

種
如
来

蔵
説
が

あ
る

と
明

言
し

て

い

る
。

即
ち

、

阿
頼
耶
識
は

空
如
来
蔵
で

あ

り
、

具
足

熏

習
無
漏
法
は

不
空
如

来
蔵
だ

と

説
く
の

で

あ

る
。

さ

ら

に
、

『

楞
伽
』

が

有

為
義
に
よ

り
能

蔵
と

し

て

の

阿

頼
耶
識
を

煩
悩
の

空

如
来
蔵
と

無
漏

種
子
の

不
空
如
来

蔵
と

す
る

と
、

解
釈
し

て

い

る
。

こ

れ
よ

り
見
る

と
、

前
に

述
べ

た

基
、

慧
沼
と

真
興
の

意
見
と

ほ
ぼ

岡

じ
よ

う
に

、

煩
悩
の

あ
る

阿
頼
耶
識
は

空

如
来
蔵
と

さ
れ

、

具
足
熏
習

の

無
漏
種
子
は

不

空

如
来
蔵
と

さ
れ

て

い

る
。

こ

れ

も
中
国
の

唯
識
学

派
及
び

日

本
の

法

栢
宗
の

『

楞
伽
』

二

種
如
来
蔵
説
の
一

例
と

言
え
よ

う
。

こ

の

点
か

ら

見
る

と
、

唐
代
の

唯
識
学
派
お

よ

び

日

本
の

法
相

宗

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

8
）

の

如
来
蔵
愚
想
の

解
釈
を
再
検
討
す
る

必

要
が

あ
る

と
思

わ

れ

る
。

　
で

は
、

唯
識

学

派
の

こ

の

独
特
の

解
釈
は

何
を

根
拠
と

し

て

い

る

の

か
。

そ

れ
は

菩
提

流

支
（
？

…
五
二

七

？
）

訳
の

十

巻
『

入

楞

伽
経
』

四
五
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卜

§
隷
≦
黏
ミ
山

ミ
ミ
（

『

楞
伽

経
』

）

の

二

種
如
来
蔵

説
（

李）

に

基
づ

い

て

い

る
と

思
わ

れ

る
。

『

入

楞
伽
経
』

で

は
、

　

大
慧
ー

　
言

刹
尼
迦

者
、

名
之

為
空、

阿

梨
耶
識

名
如
来

蔵、

無
共
意

転
識

　

熏
習
「

故
名
為
空

。

具
足

無
漏

熏
習
法
故

、

名
為
不

寧

と

述
べ

て

い

る
。

全

体
か

ら

見
れ

ば

確
か

に

似
て

い

る

が
、

『

入
楞

伽

経
』

に

は

「

空
如
来
蔵
・

不
空

如
来
蔵
」

と
い

う
表
現
は

や
は

り
見
え

な
い

。

ち
な

み
に

、

現
存
の

唯
一

の

梵
語

テ
キ
ス

ト
で

あ
る
ト

§
黏
曇

尊
早

喚

ミ
ミ

に

は

「

論
昌
卑

置

〔

空
）

と

「

器

冒
葦
辞

鋤
」

（

不
空
）

と

い

う

表

現

が

見
ら
れ

る

が
、

以
上

に

挙
げ
ら

れ

て

い

る

菩
提
流
支
の

こ

の

解
釈
に

対
応
す
る

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト
原
文
は

見
え
な
い

。

ほ

か

の

『

楞
伽
』

漢

訳
本
に

も
見
え
な
い

の

で
、

恐
ら
く
菩
提
流
支
の

解
釈
で

あ

ろ

う
。

　

実
際

、

菩
提
流
支
訳
の

『

金
剛
仙
論
』

に

も
似
た

よ

う
な

言
い

方
が

見
え
る

。

即
ち

、

空
善
心

者
、

明

古
今

＝
疋

法
身
如
来
蔵
体
空
、

無
二

十
五

有
生
死

万

相、

故

言
空
也

。

碧
、

明
法
身
自
性
体
備
万

徳
妙
有

湛
然

不
空

也
。

故
即

上
『

経
』

言
空

如
来
蔵
也、

前
二

吁
句

、

明
法
身
妙
有

即
不
工

如
来

蔵、

此

一

句
、

明
法
身
妙
無
即
空

如
来
蔵
也

。

と
。

こ

こ

で

は

二

種
如
来
蔵
説
が

言
及
さ
れ
て

い

る

が
、

唯

識

学
の

心

識
説
と

の

関
係
は

説
か
れ
て

い

な
い

。

し

か

し
、

も

し

以

上

に

述
べ

た

『

入

楞
伽
経
』

の

関
連

部
分
と

合
わ
せ

て

考
え
る
と

、

唯
識
学
派
の

『

楞

伽
』

二

種
如
来
蔵
説
の

根
拠
は

菩
提
流
支
の

唯
識
思
想
で

は

な
い

か

と

　

　
　（
11）

思
わ

れ
る

。

異
な

る

点
は

具
足
無
漏
熏
習
の

不
空

如
来
蔵
と

無
漏
種
子

の

不
空
如
来

蔵
と
の

区

別
で

あ
ろ

う
。

四
六

　

貯
薄
彎
ミ
觀

ミ
ら

ミ
ミ

の

「

刹
那

品
」

に

よ

る

と
、

如
来
蔵
は

汚
染
状

態
に

も

清
浄

状

態
に

も
通
じ
る

の

に

対
し

、

阿

頼
耶
識
は

汚
染
状
態
の

み
で

あ
る
こ

と

が

分

か

る
。

「

阿

梨
耶
識

者
名
如
来

蔵
」

と
い

う
表
現

の

上

に
、

流
支
訳
は

「

如
来

蔵
識
不
在
阿
梨
耶
識
中
」

を
加
入
し
て

い

る
。

こ

れ

は

染
汚
状
態
の

阿

頼
耶
識
に

属
し
な
い

如
来
蔵
も
あ
る

こ

と

を
意
味
す
る

と

思
わ

れ

る
。

こ

の

如
来
蔵
が
不
空
如
来
蔵
で

は

な
い

か

　
　

　

　
（
12）

と

思
わ

れ

る
。

こ

れ

よ

り
見
る

と
、

唯

識
学

派
の

二

種
如
来

蔵
説
が

『

楞
伽
経
』

に

基
づ

く
の

は

間
違
い

が
な
い

で

あ
ろ

う
。

　

ま
た

、

『

楞
伽
経
』

の

如

来
蔵
説
に
つ

い

て
、

新
羅
の

遁

倫
（

？

ー
？
）

は
、

　
景
師
云

、

阿
『

楞
伽
』

云

阿

陀
那
識
是
如
来
蔵

者、

拠
頼
耶

識
有
一

煩
悩
種

　
故

、

能
蔵
彼
如

来
法
身

、

名
如
来
蔵

。

又

頼
耶
中
有
彼
如
来
無
染
種
子、

能

蔵
多
果

・

名
如

轟

と

述
べ

、

摂
論
学
派
の

慧
景
の

意
見
を
引
用
し

て

い

る
。

こ

れ

よ

り
見

る

と
、

慧
景
は

、

染
汚
の

阿
頼
耶
識
と

し

て

の

阿
陀
那
識
は
一

種
の

如

来

蔵
で

あ

り
、

無
染
の

阿
頼
耶
識
は

も
う
一

種
の

如
来
蔵
で

あ
る

と

考

え
て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

勿
論

、

こ

こ

で

は

「

空
・

不
空
」

と

い

う

表
現
は

出
て

こ

な
い

が
、

『

楞
伽
』

の

二

種
如
来
蔵
説
は

既
に

見
え
る

。

こ

れ

を

唐
代
唯
識
学
派
と

摂
論
学

派
と

の

つ

が

な
り
と

見
な
す
こ

と

が

で

き
る
で

あ
ろ

う
。

1

勝
又

俊
教
『

佛
教
に

お

け
る
心
識
説
の

研
究
』 、

山

喜
房
仏
書
林
一

九
八

八
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年、

六
〇
〇

頁
。

高
崎
直
道
『

如
来
蔵
思
想
の

形
成
』 、

春
秋

社
一

九
七

五

　

年
、

　一
一

四
、

七

五
亠

ハ

蔔ハ
。

2
　
真
興
撰
『

唯
識
義
私
記
』

、

『

大
正

蔵
』

七
一

二
二

五
一

上
。

3
　
基
辨
撰
『

大
乗
一

切
法
相
玄
論
』

、

『

大
正

蔵
』

七
一
・
一

六
三

上
。

4
　
基

撰
『

大
乗
法
苑
義
林
章
』

、

『

大
正

蔵
』

四
五
・

三

六

五

下
−

三

六
六

　

上
。

5
　
慧
沼
撰
『

能
顕

中
辺
慧
日

論
』

、

『

大

正
蔵
』

四

五
・

四
三

九
下

。

6
　
「

理

牲
・

行
性
」

に
つ

い

て

は
、

吉
村
誠
「

唯
識
学

派
の

理
行
二

仏
性

　

説
に
つ

い

て

ー
そ

の

由
来
を
中
心
に
」

（

『

東
洋
の

思

想
と

宗
教
』

第

　
一

九

号、

二

〇

〇
二

年、
一

ニ

ー
四

七
頁）
、

岡
本
一

平
「

濤
浄
法
界
と

　

如
来

蔵−

−
理
性
・

行
性
の

思

想
背
景
」

（
『

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

　

第
三

七

号、

二

〇

〇
六

年
）

、

多
田

修
「

基
に
お

け
る

仏
性
・

如
来
蔵
解

　

釈
」

（

『

翻
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
五
二

巻
第
二

号
、

二

〇
〇

四
年
）

な

ど

　

参
照

。

7
　
フ

ラ

ン

ス

国

立

図
書
館
所
蔵
の

ペ

リ
オ

敦
熄

写
本

文

献
幣
゜。

刈

繰

を
参

　

照
さ

れ
た
い

。

筆
者
の

理

解
に
よ

っ

て

句
読
点
を

施
す

。

8
　
以

上
に
述
べ

た

『

楞

伽
経
』

の

解
釈
以

外
、

『

仏
地

経
論
』

や
『

摂
大

　

乗
論
釈
』

の

よ

う
な

玄
奘
訳
の

諸
経
論
に

も
「

如
来
蔵
」

と
い

う
表
現
が

　

明
ら

か
に

見
え

る
。

9
　
菩
提
流
支

訳
『

入

楞
伽
経
』

、

『

大
正

蔵
』

＝
ハ

・

五

五

九

下
。

10
　
菩
提
流

支
訳
『

金
剛
仙
論
』

、

『

大
正

蔵
臨

二

五
・

入

五
九

上

中
。

11
　
菩
提
流

支
の

唯
識
説
に

関
し

て

大

竹
晋
氏
な

ど
に

よ
っ

て
一

連
の

先
行

　

研
究
が

な
さ
れ
て

き
た

が
、

筆

看
は
ご

く
最
近
公
開
さ
れ

た

ば
か

珍
の

　

杏
雨
書
屋
所
蔵
敦
煌
写
本
文
献
の

中

に
、

「

羽

認
 

即
」

と

い

う
番
号
の

菩

　

梶
流
支
訳
『

入
携
伽
経
 

の

注
釈
書
が

あ
る
こ

と
に

気
が

付
い

た
。

中
に

　

は

「

如
『

経
』

、

為
遠
離
心

者
是
阿

梨
耶
識
意

意
識
者

、

此
閣
為
小
乗
説

　

人
無

我
。

法
遠
離
心
者
是
阿

梨
耶
識、

意
是

第
二

意
識

、

意
識
曹
是
五

』

§

蔘
ぬ

尊
辱

旨

聾
（

『

楞
伽
経
鷺

の

二

種
如
来
蔵
説
（

杢・
）

　

識
。

二

乗
人

但
離

六

識
、

未

離

第
七

阿

梨
耶

識
、

通

語

故
言
離

心

意

　

識
。

」

な
ど

と

書
い

て

あ
る

。

こ

の

写

本
は

恐
ら

く
現

存
最
古
の

『

入
楞

　

伽
経
』

注
釈
書
と

思
わ

れ

る
。

こ

れ

に

対
す
る

翻
灘
及
び

概
究
を

既
に

完

　

成
さ

せ
た

。

『

南
都
仏
教
』

第
九

八

号
（

二

〇
一

四

年
）

に

掲
載
さ
れ

る

　

予
定
で
あ

る
。

12
　
巷
錠
餌

三
言

＄

§
鍜

 

舞
σq
碧

穿
9

給

9
器

譽
鐙

巳
ぎ
倒

菖
碧

言
畧
o

畠゚
・

ユ

　
器
讐

理
戳

膏
唱

曷

藁
馨
簸
ぎ
理
倒

還

皀

δ

§
ミ

　

筆
者
訳
冖

如
来
蔵
と
呼
ば

れ
る

ア

ー

ラ

ヤ

識
が

転
依
し

な

け
れ
ば
、

七

つ

　
の

転
識
の

滅
は

な
い

。

　

菩
提
流
支
訳

『

入

楞
伽

経
』

一

以

不
知
転
滅
虚

妄
相
故

。

大
慧
！

　
如
来

　

蔵
識

不
在
阿
梨
耶

識
中

、

是
故
七

種
識
有
生
有
滅

、

如
来
蔵
識
不
生

不

　

滅
。

13
　
遁
倫
集

撰
『

瑜
伽
論
記
』

、

『

大
正
蔵
』

四
二
・

五
九
二

下
。

〈
キ
ー

ワ
ー

ド
〉

『

楞
伽

経
』

、

空
如
来
蔵

、

漏
種
子、

菩
提
流
支

不
空

如
来
蔵

、

阿

頼
耶
識

、

無

（

龍
谷
大

学
大
学
院
〉

四
七
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